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〔 2 3 0 6 〕 里 山 景 観 に 関 わ る コ ン ク リ ー ト の 色 調 改 善 に 関 す る 検 討

新 潟 工 科 大 学 工 学 部  地 濃 茂 雄

(株)夢ハウス(当時新潟工科大学工学部卒業研究生) 金山陽平

1. まえがき
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自然瀞の草木や主将色調 に溶 け込 まず景観 を乱 して障 る

ものも見受 け られ る｡
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した もので ある｡
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業験② 真菌類や コケ約繁殖 職観 点か ら吸水 性沢や 含

水 率 が 濃 な る 各 種 試 験 棒 軽 舟 タ ル 板 ､ ポ -
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で の 色 調 変 化 に 関 す る 観
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図 2 培養機による蒸菌類の経時繁殖傾向
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言己号 隻★Qb) 水セメント比★qT'十セメント★k宮+rTlJj水十kg+rTt1細骨材宅地/榔 粗骨材

A 0 50 630 315 1261 - 喜-

B 10 50 406 166 - 1450 相-与 上

C 20 50 284 116 - 1450 10-′15 57

D 30 50 162 66 - 1450 10-15 57

E 30 50 161 66 00 1438 J～高 58

ド 30 50 185 7(; - 1465 15-20 56

G 30 40 183 53 - 1450 10-15 57

H 30 60 144 79 妻 145010-l5 57
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次いで､暴露は供試体成形複殿後週目から雑木林の地

上墨こ放置して､色調は 且週間ごとに色差計を用いて求め

ることとした｡
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とがわかる｡

暴露経過後､1週ごとに色調を求めた結果を､明度で

醗表させて表示 した結果を図 5に示す岱回申の㊨､②ほ
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下の川砂を表面に敷き詰めたも昭であるO
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いものほど明度が低下していく傾向が見られるo
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図5 暴露経過時の供試体表面の明度変化
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図 6 空隙率と明度 との関係 を暴 露 経過16週前後時)

5.まとめ
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降雨など職実験から､色調は降雨など齢影響を受け

湿潤状況下で明度は低下する｡
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